
SjZRZXVol､17,pp31-4Ll999
AJoumalofFieldOmithology◎WildBirdSocictyofJapan
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はじめに

’1本は周囲を海に囲まれた島国であり，外洋や内湾など海上の鳥類は鳴富である．ただ

し，その鳥類相に関する報告は少なく，Degawa＆Watabe（1983）による日本近海のハシボ

ソミズナギドリＰi疲れ2鱈”z""s姉の分布調在，藤IⅡ（1995）による隠岐航路，前川・新妻

(1996）による三陸一釧路沖のセンサス結果の報告があるにすぎない．鳥類観察者が多いに

もかかわらず，東京湾の記録は少ない．東京湾の鳥類相については，多摩川河1１（箕輪ほか

1991,白'11ほか1998）や船橋中央埠頭（桑原ほか1994,111畑1994)，養老川河口（I鴫IIj・

桑原1994)，小棚川河Lｌ（箕輪ほか1996）など，おもに沿岸部や河口域の干潟における調査

結果がまとめられている．これまで海上部の記録はごくわずかしか報告されておらず，湾内

全体の鳥類相を考察する上では湾央部の海上調査が不可欠である．湾内には木更津一川崎間

と久里浜一金谷間の２か所に定期航路が就航しており，このうち本稿では木更津一川崎間の

海上の鳥類相について報告する．

調査地および調査方法

調査地は千葉県木更津市の木更津港（35.23'Ｎ,139.55､E）と神奈川県川崎市の浮島フェ

リー埠頭（35.31,Ｎ,139。48.E）のあいだの海上とした（Fig.１)．調査では木更津一川崎間を

就航するマリンエキスプレス社のフェリー航路で実施した．航行するフェリーから可視範囲

の海上および干潟．堤防とその上空にいる全ての個体をかぞえた．船首方向は視野が|浪られ
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図1.調査地．

Fig.１．StudyarEa．

ているため，最上部甲板の中央付近から左右方向をかぞえ，調査者が複数いる場合には左右

を分担した．調査にはおもに８～10倍の双眼鏡を使用し，種の識別が困難な場合は必要に

応じて25～30倍の望遠鏡を使用した．木更津一川崎間の航行に要する時間は船種によって

異なる．調査に利用した船のうち，あさしお，あおぞら，あさぐもは約70分，レインボー，

オアシス，オーロラ，オリオンは約65分で航行する．

東京湾内湾のほぼ中央部を横断するこの航路は約21kｍで，この航路を木更津側から川崎

側にかけて約5kｍごとにSt､１～４に区分した価9.1)．Ｓｔ､１は木更津側の沿岸部で，この区

間のほとんどが木更津港の防波堤沿いを航行する．木更津港の北方約3.5kｍには小植川河口

が位置し，干潮時には航路北側に砂質の干潟が広く干出する．Ｓｔ､２とＳｔ､３は湾の中央付近

である．Ｓｔ､４は川崎側の沿岸部で，多摩川河口部から羽田沖を航行する．木更津側沿岸に

は盤洲干潟と呼ばれる干潟が広く残されているのに対し，川崎側の海岸線は埋め立てが進

み，干潟はほとんどみられない．また，調査期間中，フェリー航路に平行する形で東京湾横

断道路の建設が行なわれ，湾央部の２か所に人工島が，木更津側海上に橋脚が建設されるな

ど，環境の変化が大きかった．調査は1991年５月から1993年２月まで，毎月１～４回，合計

２２日３６回実施した．総調査時間は2,533分，１回の平均調査時間は70.4分である．



結果

1.確認種数とその分布

調査の結果，５０種が確認された（Appendixl)．このほか，調査終了後の1997年２月２０

日に，シノリガモHKSか""”Usｶﾒs姉"”s２羽が東京湾横断道路の木更津人工島付近で記録さ

れた．調査期間中の確認種数はカイツブリ目，ミズナギドリ目，ペリカン目，コウノトリ目，

カモ目，チドリ目の水鳥類が35種と多く，全体の70％を占めた．陸鳥類はタカ目，ハト目，

スズメ目の15種で全体の30％を占め，ほとんどが港や干潟で記録された．目別に確認種の

構成をみると，チドリ目が15種で最も多く，次いでスズメ目が11種，カモ目が９種，コウ

ノトリ目が５種，ミズナギドリ目が３種，カイツブリ目，タカ目，ハト目が各２種，ペリカン

目が１種であった．１回の調査で確認された種数は平均12.0種であった．1991年５月３０日

と６月１９日，1992年２月１４日には確認種数が17種と最も多く，1991年７月２２日は６種で

最も少なかった．

最も種数が多かった調査区間は木更津側のSt､１で，４１種が記録された．次いで川崎側の

St､４で32種がみられたが，湾央部は少なくＳｔ､２で19種，Ｓｔ,３で16種が記録されたのみだ

った．１回の調査で確認された種数は，Ｓｔ､１で平均8.3±2.7(SD)種，Ｓｔ､４で5.8±1.9種，

St､２で2.8±2.1種，Ｓｔ､３で2.8±1.5種であった．沿岸部と湾央部の種数を比較すると，Ｓｔ、

１とＳｔ､２（Ｚ＝-5.179,Ｐ＜0.01)，Ｓｔ,１とＳｔ､３（Ｚ＝-5.250,Ｐ＜0.01)，Ｓｔ､４とＳＬ２（Ｚ＝‐

4.611,Ｐ＜0.01）およびSt､４とＳｔ,３（Ｚ＝-5.023,Ｐ＜0.01）のいずれも沿岸部の方が湾央

部よりも有意に種数が多かった．また，沿岸部のSL1とＳｔ､４のあいだでは，木更津側のSt､１

で有意に種数が多かった（Ｚ＝-4.239,Ｐ＜0.01)．湾央部のSt､２とＳｔ､３のあいだでは有意な

差は認められなかった（Ｚ＝-0.235,Ｐ＝0.8146Wilcoxonの符号化順位検定)．

2.種構成の変化

出現個体数の割合を目別に比較するため，目別の優占度の季節変化をFig.２に示した．チ

ドリ目とカモ目の２目が主要で，１１～４月の期間ではカモ目の占める割合が高く，平均
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図2.種構成の変化．２回以上の調査を行なった月は個体数の概算値をもちいて割合を算出した．

Fig.２．Seasonalchangesinthecompositionofordersinthestudyarea．
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64.0％，１２月には80％以上を占めた．また，５～１０月にはカモメ類やアジサシ類などチド

リ目の占める割合が高く，平均80.1％，1992年９月には最大98.3％を記録した．

3.個体数の変化と分布

各月の調査で記録された個体数の変動をFig.３に示した．複数回の調査を実施した月は，

最大値をもちいた．個体数は５～８月に少なく数十羽～500羽程度で推移し，９月以降に

1,000羽以上が記録されるようになった（Fig.3Ａ)．越冬期の最大数は，1991～1992年は２
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図３.個体数の季節変化．

Fig.３．SeasonalchangesinthenumberofbirdsonthefeITyrouteinMayl991to氏b,1993.
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月１４日に1,627羽，1992～1993年には１２月１９日に7,134羽が記録された．このように，冬

期の個体数は年によって大きく異なっていた．

１回の調査で1,000羽以上記録された種はスズガモとユリカモメ，ウミネコLcmssjms＃減ｓ

の３種であった．最も個体数が多かったスズガモは．１１～４月に個体数が増加し，1992年

12月１９日に最大6,686羽を記録した（Fig.3Ｂ)．カルガモＡ"《zslOecjlの1ky’@cﾉhαが1992年２月

１４日に最大109羽を記録したが，その他のカモ類の個体数は少なかった．比較的個体数が多

かったカモメ類は３種であった．夏期から秋期にはウミネコが，冬期にユリカモメとセグロ

カモメが優占していた．ウミネコは５～１１月に多く，1992年９月６日に最大1,343羽を記録

した（Fig.３－F)．ユリカモメとセグロカモメは10～４月に多く，ユリカモメは1993年２月

２４日に最大1,474羽（Fig.３ＰＤ)，セグロカモメは1992年２月１４日に最大221羽を記録した

(Fig.3-E)．アジサシ類ではアジサシＳ彪加α〃”"”とコアジサシＳαﾉｳ伽漉の２種が記録さ

れた．アジサシは５月と８～９月に多く，1991年８月１４日に最大89羽を記録した．コアジサ

シは５～９月に多く，1991年５月３０日に最大98羽を記録した（Fig.3-C)．ミズナギドリ類で

はオオミズナギドリＱｚ勿祁“城ﾉg"CO"gAzsが５～９月に，ハシボソミズナギドリが５～６月に

出現したが，個体数は20羽以下と少なかった．このほか，1991年５月３０日にＳｔ､２でトウゾ

クカモメSte"０，減z‘slo加α流"z4sが１羽，1991年５月３０日にSt､４でオーストンウミツバメ

Ocg”0伽沈α妹””が１羽確認された．

最も個体数が多かった調査区間はSL4で，１回の調査での出現個体数は平均556.3±1170.8

羽，次いでSt､１で275.2±175.4羽，Ｓｔ､２で61.3±116.5羽，Ｓｔ,３で60.2±94.9羽の順であ

った．沿岸部と湾央部の個体数を比較すると，Ｓｔ､１とＳｔ､２（Ｚ＝-4.918,Ｐ＜0.01)，Ｓｔ､１と

St､３（Ｚ＝-5.232,Ｐ＜0.01)，Ｓｔ､４とＳｔ､２（Ｚ＝-5.051,Ｐ＜０．０１）およびSt､４とＳｔ､３（Ｚ＝‐

4.587,Ｐ＜0.01）のいずれも沿岸部の方が湾央部よりも有意に個体数が多かった．ただし，

沿岸部のSt､１とＳｔ､４，湾央部のSt､２とＳｔ､３のあいだでは有意な差は認められなかった（St、

1:St､４Ｚ＝-0.440,Ｐ＝0.6600,Ｓｔ､２:St､３Ｚ＝-0.063,Ｐ＝0.9499Wilcoxonの符号化順位検

定)．

湾内での個体数は沿岸部のSt､４とＳｔｌに多く，湾央部のSt､２とＳｔ､３で少なかった(Fig.４

J)が，優占種の分布は湾央部の海上に分布する種と，沿岸部を中心に分布する種にわけられ

た．オオミズナギドリ（Fig.4ＲＡ）とハシボソミズナギドリ（Fig.4-B）は湾央部の海上でみ

られた．オオミズナギドリはおもにSL2と３で記録され，沿岸部での記録は稀であった．ハ

シボソミズナギドリはおもに湾央部のSt､３とSt､４で多く，Ｓｔ､４ではSt､３に近い海上で記録さ

れることが多かった．ミツユビカモメﾑｵｧＩｊａ噸恋は湾央部のSt､２と沿岸部のSt､１でみられ

たが，個体数は少なかった（Fig.４G)．

沿岸部のSt､１とＳｔ､４を中心にスズガモやカモメ類，アジサシ類など多くの種が分布して

いた．スズガモは特に川崎側に多くみられ，木更津側では少なかった（Fig.４C)．セグロカ

モメとコアジサシは沿岸部に多く，ユリカモメやウミネコ，アジサシは沿岸部を中心に海上

部まで広く分布していた（Fig.4-,,Ｅ,Ｆ,Ｈ,I)．
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湾央部で鳥類相は異なることが示された．特に沿岸部の浅瀬ではス

サシ類などの水鳥類が種数・個体数ともに多く，湾央部では種数・

沿岸部で記録の少ないミズナギドリ瓶やミツユビカモメが頻繁に確

考察

東京湾海上の沿岸部と湾央部で鳥類相は異なることが示された．特に

ガモとカモメ類．アジサシ類などの水鳥類が種数・個体数ともに多く
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認されることが特徴と言えた．東京湾中央部は水深が２０ｍから４０ｍ以深の深い海域であり

(貝塚1979)，このような海域で採食する種は少ないと考えられる．したがって，東京湾に生

息する水鳥類，特にカモ類やカモメ類，アジサシ類は，湾央部よりも沿岸部の浅瀬に依存し

ていると考えられる．以下，干潟・浅瀬・海上の鳥類相にわけて考察する．

1.干潟に依存している鳥類

東京湾には多摩川河口，葛西，船橋中央埠頭周辺，小樋川河口，富津などに大きな干潟

が形成されている．これらの地域では記録される種も多く，たとえば多摩川河口では187種，

小植川河口では216種が記録されている(白田ほか1998，箕輪ほか1996)．特に，干潟で採

食するシギ・チドリ類が多く，出現種数に占める割合は高い（嶋田ほか1994，桑原・田久

保1997)．しかし，調査地ではキアシシギ雄彫”scejzus6〃"妙8ｓとホウロクシギノV"”e"〃ｓ

”αdtzgZzsca池蛎isがおもに木更津側の干潟で確認されたにすぎない．川崎側は埋め立てが進

み多摩川河口以外にほとんど干潟がみられないことからも，地形の改変がシギ・チドリ類の

出現種数に影響したと考えられる．

2.浅瀬に依存している鳥類

冬期にカモ類やカンムリカイツブリ，春～秋期にアジサシ，コアジサシの個体数が多いこ

とは，東京湾の浅瀬の鳥類相の特徴と考えられる．このうち，カンムリカイツブリやカワウ

は1980年代以降になって葛西や幕張で個体数が増加している（桑原1990．桑原・和仁

1994)．これらの種はおもに採食場所として浅瀬や干潟を利用しているので（桑原・田久保

1997)，中央部で数千羽の群れは記録されなかったと考えられる．沿岸部の浅瀬ではスズガ

モやカモメ類，アジサシ類が比較的多く記録された．特に，スズガモは11～４月にかけて大

きな群れが川崎側で記録されたが，個体数は年によって異なっていた．多摩川河口では，冬

期に数千羽のスズガモが越冬する（箕輪ほか1991)．この群れが航路から確認できる位置に

あるかどうかで，記録されるスズガモの個体数は大きく変動したと考えられる．一方．木更

津側の浅瀬にスズガモの群れが出現することは稀であった．小植川河口域では約5,000羽の

スズガモが記録されるが，狩猟期間中は禁猟区の下流域へと移動するため（箕輪ほか1996)，

日中海上での個体数が少なくなるのだと考えられる．狩猟圧はスズガモの個体数変動の大き

な要因になっている（桑原1990，嶋田1992)．また，嶋田・桑原（1997）は海上のスズガモ

が風を避けて分布することを指摘している．こうした撹乱も，スズガモの個体数が大きく変

動した要因と考えられる．

ユリカモメとセグロカモメが冬期に，ウミネコが夏期から秋期にかけて増加したという傾

向は，東京湾岸の干潟と同様である（桑原ほか1988)．船橋中央埠頭や葛西の浅瀬や干潟で

は，１０，０００羽を超えるユリカモメや数千羽のウミネコが記録されている（桑原ほか1994，桑

原・田久保1997)．調査地でも多くの個体が沿岸部でみられ，ミツユビカモメ以外のカモメ

類は，食物となる小型魚類の多く生息する浅瀬に依存していると考えられる．カモメ類は沿

岸部で操業する漁船の周辺で採食することも多い．また，中村（1971）は，木更津港から５，
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6kｍ沖までの沿岸海域でフェリーを追尾しながらスクリューによって巻き上げられた小型魚

類を採食するカモメ類を観察している．この行動は『岸から数kｍ沖ではみられないと言う．

アジサシ類のうち，コアジサシは小植川河口や湾奥部の船橋中央埠頭三番瀬で８月に数千

羽が記録される（桑原ほか1995)．また，アジサシは湾奥部で渡りの時期に数千～数万羽が

記録される（桑原ほか1994)．このような大群は，おもに湾岸の干潟や浅瀬から報告されて

いるが，航路での確認数は最大でも100羽以下と少なかった．特にコアジサシはほとんどが

沿岸部で記録され，湾の中央部に出現することは少なかった．カモメ類と同様，アジサシ類

も餌となる魚類を生産している浅瀬に強く依存しているため（桑原・田久保1997)，湾央部

を利用することは少ないと考えられる．

3.海域に依存する鳥類

湾央部の海上を中心に分布する種は少なく，ミズナギドリ類とミツユビカモメのみであっ

た．春から夏にかけて日本近海にハシボソミズナギドリが多数渡来する（清棲1952)．東京

湾では主に５～６月に記録され，東京湾奥部の茜浜では1986年５月２４日に最大277羽の群

れが記録されている（桑原1990)．年により沿岸部の出現個体数は変動が大きく，多数の個

体が記録される年と，ほとんど記録されない年がある．本調査では最大でも５羽が記録され

たのみで，本調査の期間中は湾内に分布する個体数は少なかったと考えられる．ミツユビカ

モメは冬鳥として渡来するが，本種はおもに海上で生活している（清棲1952)．外洋に面し

た銚子では数百羽がみられるが（桑原1996)，東京湾岸の干潟での記録は少なく，船橋中央

埠頭（桑原・田久保1997）や行徳鳥獣保護区（蓮尾1986）などで記録があるにすぎない．

本調査では，個体数は少ないが４回の調査で記録された．東京湾では海上を中心に分布して

いると考えられる．おもに海上に分布すると考えられる種のうち，アピ類やアカエリヒレア

シシギ，ウミスズメ類については本調査では記録されなかった．海上を利用する種が少ない

という傾向も，東京湾の現在の鳥類相の特徴と考えられる．
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要約

東京湾の木更津一川崎間を就航するフェリー航路において，海上に生息する鳥類の個体数調査を

行なった．1991年５月から1993年２月の調査期間中，５０種の鳥類が記録された．種数および個体
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数は沿岸部で多く，湾の中央部では少なかった．種構成は，夏期～秋期にチドリ目の占める割合が

高く，冬期から春期にはカモ目の占める割合が高かった．東京湾海上の鳥類相の特徴は．スズガモ

とカモメ類，アジサシ類の個体数が多いことで，これらの種は特に浅瀬を中心に分布していた．ま

た，湾中央部では，ミズナギドリ類がしばしば確認された．一方．沿岸部の干潟に多いシギ・チド

リ類の記録は，海上部では稀であった．湾内の沿岸部と海上部では，鳥類相が異なると考えられた．

個体数が多かった種はスズガモで，冬期に多摩川河口域に分布していた．カモメ類のうち，ウミネ

コは夏期に，ユリカモメやセグロカモメは冬期に増加した．アジサシ類のうち．アジサシは春期と

秋期に．コアジサシは春期から夏期に増加した．干潟や陸地では稀なミツユビカモメが数回記録さ

れたが，アビ類やウミスズメ類は記録されなかった．

引用文献

Degawa,Ｍ､＆Watabe,Ｙ、1983．DistributionoftheShorttailedShearwaterR"7”s彫”j"s妹in

Japanesewaters・応用鳥学集報3:1927．

藤田泰宏.1995.隠岐航路（七類～西郷間）を利用した海鳥のセンサス．希少ウミスズメ類の現状と

保謹Ｉ別冊.Ｐｐ､106115．日本ウミスズメ類研究会,船橋．

蓮尾純子.1986.保護区の鳥たち．よみがえれ新浜.行徳野鳥観察舎,市川市．

貝塚爽平．1979.東京の自然史.紀伊園屋書店,東京．

滴棲幸保．1952．日本鳥類大図鑑.講談社,東京．

桑原和之．1990.習志野市茜浜の鳥類相と個体数変動.千葉中央博自然誌研究報告(1):29-36．

桑原和之．1996.利根川河口のカモメたち．どうぶつと動物園48(11):22-23．

桑原和之・小林美奈子・鈴木康之．1988．多摩川河口におけるカモメ類について（1985年４月～

1986年３月）．山階鳥研報20:37-40．

桑原和之・箕輪義隆・嶋田哲朗・早川雅晴・石川勉．1995.コアジサシの生態２．個体数変動．千葉

市野生動植物の生息状況及び生態系調査報告書Ⅲ．ｐp､200221．千葉市,千葉市．

桑原和之・田久保晴孝.1997.鳥類相.東京湾の生物誌.ｐｐ､299322.築地書館,東京．

桑原和之・田中利彦・田久保晴孝・箕輪義隆・嶋田哲郎．1994．千葉県船橋市船橋中央埠頭の鳥類

相と個体数変動.我孫子市鳥の博物館調査研究報告3:37と70．

桑原和之・和仁道大．1994．カンムリカイツブリ．中央博だより２２:2021．

前川聡・新妻蛸章．1996．三陸沖から釧路沖にかけての海鳥の分布と個体数．我孫子市鳥の博物館

調査研究報告5:115124．

箕輪義隆・桑原和之・田村満．1996．小植川河口鳥類目録（1974～1995年）．我孫子市鳥の博物館

調査研究報告５:85113．

箕輪義隆・嶋田哲郎・桑原和之・金田彦太郎・鈴木康之・杉坂学．1991．多摩川河口鳥類目録．神

奈川自然誌資料12:1-15．

中村一恵．1971．カモメとフェリーボート．動物と自然１(10):1011．

嶋田哲郎．1992.市川市沖におけるカモ科Ａ”/池e鳥類の個体数変動.Strixll:211-2l

嶋田哲郎.1994.市川市沖三番瀬の鳥類（1990-1992年）．千葉生物誌43(1.2):22-28.



4０

嶋田哲郎・桑原和之．1994.千葉県市原市養老川河口域の鳥類.市原市自然環境実態調査報告書ｐｐ、

83.92.市原市,市原市．

嶋田哲郎・桑原和之．1997.千葉県市原市養老川河口域におけるホシハジロとスズガモの分布.StrbK

１５:８３筒88．

嶋田哲郎・桑原和之・箕輪義隆・金田彦太郎・鈴木康之．1994．多摩川河口域におけるサギ類の個

体数変動.Ｓｍｘｌ３:8592．

白田仁志・桑原和之・箕輪義隆・石黒夏美・杉坂学．1998．多摩川河口鳥類目録．我孫子市鳥の博

物館研究報告6:3562.

ＡvifaunaoftheseabirdsinTbkyoBay

YOshitakaMinowal,KazuyukiKuwabara2＆RtsuoShimada3．

１.JapaneseSocietyfbI･PreservationofBirds､11thbuilding5F,2-55,Shinjuku,Shinjuku-ku，

Tbkyol60LOO22,Japan，

２.NaturalHistoryMuseumandlnstitute,Chiba､9552Aoba七ho､Chuou､kuChiba260C852,Japan、

3.IabomtoIyofNaturEConservation,FacultyofAgTicultu肥,TblqoUnive応ityofAgricultureana症chnology、

3.58Saiwai-cho,恥chu-shi,Tokyol83P0054,Japan．

BirdcountsurveyswerecalTiedoutatseaontheferryroutebetweenKisarazuPortand

KawasakiPortうinTolqﾉoBay,cemalJapan・DuringthestudyperiodhromMayl991to氏bmaIy

l993,５０specieswereobserved・Thenumberofspeciesandindividualsobservedwere

significantlymoreontheseacoastthanthoseinthemiddleofthebay・Seabirdcompositionof

TblWoBaywaschamcterizedbydominanceofAyf〃ね腕αﾒkz,“秘spp､andS花〃αspp､inthe

shallowcoastalaIもa,andshearwateISoccurredofteninthedeepermid-baya1℃a.'Ihefrequency

ofCW2amd減加”gsincreasedinsummerandautumn,andthatofA恋e伽祁esinwinterand

spring,AyjWIy［z加α流",themostdominantspeciesinTolqﾉoBay,wasthemostabundantatthe

mouthofmmagawaRiverinwinter、AmongtheGulls,thenumbersof“拘りＳｃ流zssj”st病

increasedinsummerwhilethoseofLα呼加”tzusandL極め”d84sincreasedinwinter､Among

the亜ｍｓ,thenumbersofS彫〃α"”"doincreasedinspnngandautumn,andofSaj6伽'@sin

spnngandsummer,Ｌｔ減tjtzcl1ykzwasmrelyrecorded・Noloonsorpe廿elswererecorded．

K2y抑0施な庇７７yﾉ伽e,Ｇ"α彪γScα”,Ｇ榔貼,厩#鋤aAe,719ｿﾂ@s,7b伽助ｙ

☆Presentaddress:TheMiyagiPrefecturallzunumaPUchinumaEnvironmentalFoundation､１７－２

Shikimi,AzaFKamihataoka,Wakayanagi-cho,KuriharaPgun,Miyagi989b5504,Japan．



８１７Ｍａｙｌ９９２

２２５Sep,1991

付表1．東京湾航路で出現した鳥類（1991年５月～1993年２月）

Appendixl・ResultSofCensuSesontheferryrouteinTokyoBay,fromMayl991toFeb､1993.
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